
総合的な探究の時間プロジェクトチームチーフ・キ
ャリア支援部副主任の植島雄飛先生。

2
0
1
7
年
度
か
ら
授
業
改
善
と
地
域
課
題

探
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
佐
世
保
西
高
校
。

2
0
2
0
年
度
に
同
校
に
赴
任
し
た
植
島
雄
飛

先
生
は
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
探
究
の
あ
り
方

を
模
索
し
て
き
た
。

　

当
初
、地
域
課
題
探
究
は
、探
究
を
ベ
ー
ス
に

学
校
教
育
を
設
計
し
よ
う
と
い
う
当
時
の
校
内

の
意
向
と
、長
崎
県
が
推
進
し
て
き
た
郷
土
愛
の

醸
成
を
掛
け
合
わ
せ
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」を
軸
と

し
た
取
組
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
教
科
の
授
業
改
善

と
両
輪
で
進
め
て
い
た
が
、進
学
校
と
い
う
背
景

も
あ
り
、「
実
態
と
し
て
は
、教
科
と
探
究
が
結
び

つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
扱
う
テ
ー
マ
も
手
法
も
、〝
探

究
〞と
し
て
十
分
な
域
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
」

と
植
島
先
生
は
当
時
を
振
り
返
る
。
こ
の
事
態

を
打
開
す
る
た
め
、2
0
1
8
年
度
に「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
発
足
。

各
学
年
3
〜
4
名
の
教
員
か
ら
な
る
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
、探
究
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、1
年
次
〜
2
年
次
前

期
は「
地
域
課
題
探
究（
ふ
る
さ
と
教
育
）
」で
探

究
の
基
礎
や
地
域（
佐
世
保
）に
つ
い
て
学
ぶ
、2

年
次
後
期
は「
文
理
別
課
題
研
究
」で
地
域
の
課

題
解
決
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
、3
年
次
前
期

は「
個
人
探
究
」で
自
分
の
興
味・
関
心
に
応
じ
て

課
題
を
設
定
し
、深
掘
り
す
る
…
と
い
う
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
授
業
を
展
開
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
ま
ず
見
直
し
た
の
が
、基
礎
と
な
る「
探
究

的
視
点・
手
法
と
は
何
か
」と
い
う
部
分
だ
っ
た
。

「
問
題
発
見
、問
題
解
決
、デ
ー
タ
分
析
と
、探

究
の
視
点
を
3
つ
に
整
理
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し
ま
し
た
。問
題
発
見
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、教
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
生
徒
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
を
投
げ
か
け
、生

徒
に
何
が
課
題
な
の
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、問
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、同
じ
問
題

で
も
人
や
立
場
に
よ
り
視
点
が
異
な
る
こ
と
を

例
を
挙
げ
な
が
ら
伝
え
ま
す
。
最
も
重
視
し
た

の
が
、デ
ー
タ
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
科
の

教
員
と
連
携
し
、実
際
に
実
験
を
し
て
デ
ー
タ

を
集
計
・
分
析
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
に

体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

2
0
2
0
年
度
か
ら
は
三
菱
み
ら
い
育
成
財

団
の
助
成
金
を
受
け
、外
部
機
関
と
の
連
携
を

進
め
て
い
っ
た
。

「
2
年
次
後
期
の
文
理
別
課
題
研
究
で
は
、コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
し
た
が
、長
崎
国
際
大
学
、長

崎
大
学
、九
十
九
島
水
族
館
海
き
ら
ら
な
ど
の

地
域
の
外
部
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
び

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
成
果
物
と
し
て
理
系

は
論
文
集
に
ま
と
め
た
ほ
か
、文
系
は
地
域
の
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を『S

A
S
E
B
O

仕
事
図
鑑
』

と
し
て
ま
と
め
た
り
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
海
き
ら
ら
に
ま
つ
わ
る
絵
本
を
出
版
し
た
り
、

地
元
企
業
と
共
同
で
商
品
開
発
を
行
っ
た
り
と
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
」

　

校
内
で
探
究
が
盛
り
上
が
る
一
つ
の
契
機
と
な

っ
た
の
が
、2
0
2
1
年
度
の
3
年
生
の
個
人
探

究
の
質
の
高
さ
だ
っ
た
。
当
時
の
3
年
生
で
現
在

ふ
る
さ
と
教
育
を
軸
に
、

地
域
課
題
探
究
が
始
動

探
究
の
真
の
成
果
を
追
求
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す

取材・文／笹原風花

2022年度からスタートした総合的な探究の時間。
現場で試行錯誤が続くなか、

実践のヒントとなる探究の事例をご紹介します。

● 年間スケジュール

1964年創立／普通科／生徒数
707人（男子314人・女子393人）
／進路状況（2023年3月卒業）大
学175人、短大4人、専門学校23
人、就職3人、そのほか19人

【地域課題探究（グループ）】
探究の基礎を修得し、
地域課題の発見・解決に取り組む。
● 前期…探究の3つの視点「問題発見・問題解
決・データ分析」について学ぶ。問題発見プログ
ラムでは、自分が好きなものについて探究的な視
点で調べ、データなどを盛り込みながらスライドを
作成・発表する。

● 後期…地域の課題解決に実践的に取り組む。
例：佐世保の英語教育を活性化するため、子ど
も向けの英語遊びを考え、保育園で実践する。

【文理別課題研究（グループ）】
【個人研究（個人）】
「地域×学びたい分野」で
地域課題にアプローチする。
● 前期…興味・関心のある分野や大学で学びた
い学問領域の視点から地域課題にアプローチ。
10月には1年生に向けて成果発表を行う。

● 後期…自分の興味・関心のあるテーマや大学で
学びたいことについて、「問題発見・問題解決・デ
ータ分析」の視点を意識しつつ深めていく。

【個人探究（個人）】
自分の興味・関心、学びたいことを
深掘りし、進路・キャリアへつなげる。
● 前期… 2年次後期からの個人探究をさらに深め
る。総合型選抜や学校推薦型選抜に出願する生
徒は、探究のプロセスを振り返り、準備を進める。
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は
九
州
大
学
理
学
部
2
年
生
の
山
内
涼
乃
さ
ん

は
、「
記
憶
の
忘
却
」に
つ
い
て
探
究
。
主
体
的
に

学
び
を
深
め
、総
合
型
選
抜
で
大
学
に
進
学
し
た
。

「
山
内
さ
ん
の
よ
う
に
、個
人
探
究
と
大
学
で

学
び
た
い
学
問
と
が
リ
ン
ク
す
る
生
徒
が
複
数

出
て
き
て
、下
の
学
年
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て

く
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、探
究
系
の
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
応
募
・
入
賞
者
が
出
る
な
ど
、目
に
見
え
る

か
た
ち
で〝
成
果
〞が
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

し
か
し
、す
ぐ
に
壁
に
直
面
し
た
。文
理
別
課

題
研
究
が
進
路
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
個
人
探

究
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
進
路
に
つ
な
げ
る
生

徒
が
い
る
反
面
、時
間
が
な
く
取
組
が
深
化
し

な
い
生
徒
も
一
定
数
い
る
。コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募

を
推
奨
す
る
あ
ま
り
、コ
ン
テ
ス
ト
で
は
賞
が
取

れ
て
も
希
望
の
進
路
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
い
る
…
。
そ
ん
な
状
況
に
加
え
て
、助

成
金
が
終
了
す
る
こ
と
も
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

「
高
校
に
お
け
る
探
究
の〝
成
果
〞っ
て
な
ん
だ
ろ

う
と
改
め
て
考
え
た
と
き
に
、何
よ
り
大
事
な
の

は
、そ
の
取
組
が
生
徒
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
に
寄

り
添
う
も
の
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、だ
と
思
っ
た
ん

で
す
。
探
究
を
、生
徒
た
ち
が
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
を
深
め
ら
れ
る
機
会
に
す
べ
き
。
だ
っ
た
ら
、

肝
は
個
人
探
究
だ
よ
な
と
。
そ
う
考
え
、思
い
切

っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
、2
0
2
2
年
度
の
1
年
生
か
ら
、

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
始
動
し
た
。
1
年
半
か

け
て
い
た
地
域
課
題
探
究
は
1
年
間
に
凝
縮
。

授
業
の
進
め
方
も
、教
員
主
導
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

生
徒
が
自
分
の
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
探
究
・
発

表
す
る
と
い
う
生
徒
主
体
に
改
め
た
。
さ
ら
に
、

2
年
次
前
期
か
ら
文
理
別
課
題
研
究
を
ス
タ
ー

ト
。そ
の
内
容
や
進
め
方
を
大
き
く
変
え
た
。

「
従
来
の
文
理
別
課
題
研
究
は
、地
域
×
理
系
、

地
域
×
文
系
と
い
う
ざ
っ
く
り
し
た
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
で
、生
徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
・
キ
ャ
リ
ア
と

の
関
連
性
が
希
薄
で
し
た
。そ
れ
を
改
め
、自
分

が
興
味
の
あ
る
分
野
や
学
問
領
域
の
視
点
か
ら

地
域
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
、と
い
う
ス

タ
ン
ス
に
切
り
替
え
ま
し
た
。例
え
ば
文
系
な
ら
、

経
済
、行
政
、地
方
創
生
な
ど
分
野
ご
と
に
興

味
・
関
心
の
近
い
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を

模
索
し
ま
す
。
学
び
た
い
こ
と
が
明
確
な
生
徒

は
意
欲
的
に
取
り
組
め
ま
す
し
、ま
だ
学
部
・
学

科
を
絞
り
込
め
て
い
な
い
生
徒
に
と
っ
て
は
進
路

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
大
事
な

の
は
、と
に
か
く
1
回
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し

て
み
る
こ
と
。
そ
こ
で
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
で
す
。
3
年
生
に
な
っ
て
行
き
た
い
学
部
・

学
科
が
決
ま
っ
て
い
な
い
…
と
い
う
事
態
を
避

け
る
た
め
に
も
有
効
だ
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
１
期
生
は
、現
在
2

年
生
。
佐
世
保
市
内
を
走
る
松
浦
鉄
道
の
混
雑

状
況
をLIN

E

で
配
信
す
る
、と
い
う
地
域
創
生

グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、「
地
域
×
学
び

た
い
分
野
」の
探
究
が
進
ん
で
い
る
。
前
期
が
終

わ
る
10
月
に
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
1
年
生
に
向

け
て
成
果
発
表
を
行
う
予
定
だ
。そ
し
て
、発
表

終
了
後
は
個
人
探
究
が
ス
タ
ー
ト
。
３
年
次
前

期
ま
で
時
間
を
か
け
て
深
め
て
い
く
計
画
だ
。

「
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
に
取
り
組
む

意
義
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
し
、否
定
す
る
気
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
、そ
れ
が
生
徒
の
進

路
や
キ
ャ
リ
ア
と
重
な
ら
ず〝
別
物
〞に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
れ
ば
、本
来
の
探
究
の
目
的
か
ら
ズ

レ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。地
域
課

題
探
究
を
起
点
に
、地
域
×
学
び
た
い
分
野
、自

分
の
興
味
・
関
心
や
学
び
た
い
こ
と
…
と
ス
テ
ッ

プ
を
踏
む
こ
と
で
、進
路
・
キ
ャ
リ
ア
に
重
な
り
連

な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
探
究
を
目
指
し
、こ
れ
か
ら

も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

生
徒
の
興
味
・
関
心
、学
び
た
い

学
問
領
域
を
軸
に
据
え
た
探
究
へ

●資料左：植島先生が作成
した、1年生向けの総合的な
探究の時間のオリエンテーシ
ョン用資料。「探究とは何か」
や手法について、例を交えて
わかりやすく解説されている。
●資料右：今年の2年生の
文理別課題研究のプレゼンテ
ーション用資料（作成中）。「環
境問題（海洋プラスチック問
題）×佐世保」について、データ
を交えながらまとめている。

● 先生によるオリエンテーション資料 ● 生徒によるプレゼンテーション資料

　私は遺伝子などに興味があり、九州大学理
学部生物学科で学びたいと思っていました。
同学科に「記憶の忘却」についての研究室が
あることを知って興味をもち、個人探究のテー
マに選択しました。忘却の仕組みは解明されて
おらず、調べるうちに次から次へと疑問が湧い
てきて…。研究室の先生に自分から連絡し、メ
ールでやり取りをしたり、実際に研究室を見学
させてもらったりしました。そして、個人探究に取
り組むなかで、大学でもっと詳しく学びたいと思
うようになり、総合型選抜で入学しました。個人
探究は大学のゼミのような感じで、生物の先生
であり担任でもあった植島先生の下、自分の興
味・関心事を突き詰める面白さを肌で感じるこ
とができました。

九州大学
理学部生物学科2年
山内涼乃さん

大学の先生に自らアプローチし、
興味のある研究分野を探究
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達成度 評価の基準

5 自身の志望理由書完成に向けて、文献・インターネット／インタビュー（キャリアミーテ
ィング含）・体験活動等の調査を通して、複数の人・モノ（２人or２つ以上）と関わった。

4 自身の志望理由書完成に向けて、インタビュー（キャリアミーティング含）・体験
活動等の調査を１件のみ行った。

3 自身の志望理由書完成に向けて、文献・インターネット／インタビュー（キャリアミーティング含）・体験
活動等の調査を通して、複数の人・モノ（２人or２つ以上）と関わろうとしたが、計画のみに終わった。

2 自身の志望理由書完成に向けて、文献・インターネット調査はしたが、他者の視
点を取り入れようとはしなかった。

1 自身の志望理由書完成に向けて、文献・インターネット等の調査をしようとはしな
かった。

3年生の評価基準の一例

以前は「生徒を外に出す」ことを重視し、外部
連携に重きを置いていたが、現在は生徒たち
の意思を尊重するスタンスに。文献調査、街
頭アンケート、フィールドワーク、施設訪問など
さまざまな方法で情報収集にあたっている。

調査方法はさまざま。
生徒の意思を尊重する

探究の3つの視点（問題発見・問題解決・デー
タ分析）で最重要視するのが「データ分析」。１
年次に学んだデータの分析法や科学的な見方
を応用し、自分が収集した素材（情報）を読み解
き、論点の根拠にアレンジしていく。

データの分析を重視し、
調べ学習で終わらせない

文理別課題研究では、興味・関心や大学で学
びたい分野が近い生徒たちが集まり、その視
点から地域を見直し、課題を洗い出す。個人探
究では、「地域」という枠は外し、自分自身の「な
ぜ？」「知りたい！」を起点に問いを設定する。

自分の興味・関心や大学で
学びたい分野を起点にする

文理別課題研究の成果は下級生に向けて
発表する。3年間を通して、各自が探究の取
組をまとめたものをデジタルデータとして保
管。節目ごとに振り返りを行い、自己評価や気
づき・感想を記録に残している。

取組や振り返りを記録し、
進路実現につなげる

探究は、生徒の進路・キャリアに寄り添ったものであるべし。
地域課題探究で終わらない、生徒の未来につながる探究へ。

#進路・キャリア　#自分の興味・関心　#地域課題の先
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